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１． はじめに 
本研究では，地域研究に関する史資料，特にフィールド

ノートを対象とし，そこに記述されている場面の時空間的

特徴を，テキストマイニング手法を用いることで，定性的

ではなく定量的に表現・解析する手法の確立を目指してい

る．特に，テキストから各場面を特徴付ける用語とともに

地名・日付を抽出し，各場面に対する定量的解析可能なデ

ータ表現を行った．フィールドノート内に出現する用語の

うち，文章の文脈に依存した形式でのルールを作成し，こ

のルールが適用される用語が地名であるかどうかの判定に

ついて SVM を用いて行った． 

2 ．フィールドノート 
フィールドで得られる観察記録やメモ，スケッチ，撮影

した写真などは，現地のことを知る重要な研究資料[1]であ

る．フィールドノートはいわば，これらを研究者が自分な

りの情報収集方法を模索・整理し，記したものである．フ

ィールドノートへの記載は，調査者が現地の調査の最中も

しくはその直後に 行われ，しかも多くの場合，調査者が個

人的に把握するために作成されるため，その利用において

は，調査者以外が利用することは極めて困難である．その

ため，フィールドノートを他人が断片化したときに，個々

の情報のみから調査者が意図した情報を別の読者が十分に

読み取ることができるとは必ずしも限らない[1]．フィール

ドノートを他者が利用可能とするためには，調査者が再整

理を行う必要があると考えられる． 
高谷好一著『地域研究アーカイブズ フィールドノート集

成』（京都大学地域研究統合情報センター CIAS Discussion 
Paper Series）は，高谷氏の協力のもと，フィールドノート

のテキスト化を行い，本人によりイラスト・写真の整理，

各種資源の検証を行うことで作成された．これまでに『フ

ィールドノート集成』として 8 冊（合計 4405 ページ）刊

行され，その対象地域としては，東南アジア，インド，ヨ

ーロッパ，アフリカなど様々である． 
本研究では『フィールドノート集成』のうち「フィール

ドノート集成 2」にあるスマトラ（1984.10-19-1985.1.18）
を用いた．該当のフィールドノートは，分量としては A4
サイズ 198 ページ程度であるが，スマトラ島全域をカバー

している． 

3．時空間的特徴の抽出 
本研究で用いたフィールドノートは，基本的には調査者

である高谷氏が調査・移動した場面の風景を時系列的に記

している．本研究では，フィールドノートに記載された場

面を単位とし，その場面の特徴を見出した．フィールドノ

ート内にある記載としては，観察した場面の日時，場所，

観察内容などである．そこで，時間情報・空間情報により

識別される場面を，観察内容から場面の特徴を検出するこ

とにした． 

3.1. 潜在トピックの検出 

フィールドノートには，観察内容に何らかの話題がある．

この話題はフィールドノートに明記されておらず，潜在し

ており，意味的には読解することで把握することになる．

ここではこの潜在する話題を潜在トピックと呼ぶ．潜在ト

ピックを検出し，このトピックに応じて場面を分類する．

潜在トピック検出のため次式で表現される LDA[2]を用い

る． 
𝑝𝑝(𝑑𝑑|𝛼𝛼,𝛽𝛽) = 
∫𝐷𝐷𝐷𝐷𝐷𝐷(𝜃𝜃|𝛼𝛼)�∏ ∑ 𝑝𝑝�𝑤𝑤𝑛𝑛�𝑧𝑧𝑘𝑘,𝛽𝛽�𝑝𝑝(𝑧𝑧𝑘𝑘|𝜃𝜃)𝐶𝐶

𝑘𝑘=1
|𝑑𝑑|
𝑛𝑛=1 �𝑑𝑑𝑑𝑑  (1) 

ここでα, βはパラメータ，𝑧𝑧 = 𝑧𝑧1, 𝑧𝑧2, … , 𝑧𝑧𝐶𝐶は潜在トピック，

𝜃𝜃 = 𝜃𝜃1,𝜃𝜃2, … ,𝜃𝜃𝐶𝐶は潜在トピックの生成確率，𝐷𝐷𝐷𝐷𝐷𝐷(𝜃𝜃|𝛼𝛼)はデ

ィリクレ分布，d = (w1, w2, … , w|𝑑𝑑|)は場面，𝑤𝑤𝑛𝑛は単語，|d|
は場面 d の総用語数を示す．LDA は潜在トピックの生成確

率がディリクレ分布に従うと仮定した文書生成モデルとい

える． 

†東京大学史料編纂所 図２：地名抽出フロー 

図１：形態素解析結果の例 
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本研究に当てはめた場合，LDA は，1 場面におけるトピ

ックは複数あり，トピックはそれごとに複数の用語を生成

することをモデル化している．（1）式をそのまま計算す

ることはかなり困難であるが，崩壊形ギブスサンプラを用

いた解法が知られており[3]，本研究ではこれを用いて潜在

トピックを算出する． 

3.2. 用語の抽出 

(1)式を用いるためには用語が必要であるため，観察等に

よる記述内容から用語を抽出する必要がある．そこで，本

研究では形態素解析による抽出を行った．ここで，形態素

解析器として mecab，形態素解析用辞書として IPADic を

用いた．形態素解析によるすべてを用語とはせず，名詞を

対象とし，代名詞・数・接尾・副詞可能・形容動詞語幹・

ナイ形容詞語幹・接続詞的・非自立は対象外とした．また，

連続する名詞はチャンクした．結果として，用語の異なり

数は 5,666 だった． 

3.3. 時空間語彙の検出 

フィールドノートには記載した日付があるため，これを

時間語彙として用いた．空間語彙としては，3.2.により抽

出した用語のうち，地名であるもの，および未知語である

が地名であると思われるものを用いた．図 1 は例として形

態素解析の結果を示す．この例では，”日本”は地名ではあ

るが，チャンクの結果，地名と適せず一般名詞として扱う

ことができる．また”Selat panjang”`のように形態素解析の

結果としては未知語ではあるが実際は地名を示す場合があ

る．未知語が地名であるかどうかを判定するため，地名が

出現する文章のシーケンスパターンをもとに，SVM
（Support Vector Machine[4]）を用いて地名かどうかの評価

を行い，地名として評価されたものを地名として用いた．

このフローを図 1 に示す．また図 2 はシーケンスパターン

を示す． 
本研究における地名抽出の精度としては約 0.633 だった．

しかしながら，図 1 に示すように，SVM での評価に対し

てフィードバックし，改めてシーケンスパターンを追加す

ることでこの精度は向上していく．1 回あたり 10 件の結果

に対して再評価を行い，これを 5 回繰り返したところ，約

0.76 まで精度が向上した． 

4．場面の構造化 
図 3 は本研究におけるフィールドノートにおける場面の

構造化のフローを示す． 
テキストの抽出・構造化では 2 節で述べたように，『フ

ィールドノート集成』作成時のテキストを用いた．これを

ベースに，記述内容を日付単位に区切り，さらに場面ごと

に区切った． 
用語抽出・地名抽出・タギング・潜在トピックの検出は

3 節で述べた手法により行った． 

5．おわりに 
本研究では，これまで複数人で利用するなど，広く利用

されることがほとんど無かったフィールドノートに対し，

時間語彙・空間語彙とともにトピックモデルを用いてテキ

スト特徴づける手法について述べた．今後は，フィールド

ノートという資料を地域研究推進において重要な素材とし

て更に高めていく．フィールドノー トを利活用していくう

えで，単なる全文検索可能な公開方法ではなく，テキスト

分析の成果を広く利活用可能な形式でのデータ構造を探求

していくことも重要だろうと考えている. 
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図 4：場面の構造化 

図 3：地名抽出パターン 
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